
文芸コーナー

市政の窓

◆企画展示にご注目
　図書館入口正面に本を展示しているの
をご存じですか？ここでは季節ごとに
テーマを決め、本を展示しています。
　12月は「クリスマス特集」。クリスマ
スケーキやリース作り関連の本をそろえ
ています。いろいろ手作りしてすてきな
クリスマスを過ごしてはいかがですか。
　企画展示は毎月変わりますので、何を
読もうかお悩みの人は、ぜひ、参考にし
てください。
◆冬のおはなしを楽しむ会
　大型絵本やパネルシアターなどで、楽
しく過ごしましょう。参加は無料です。
日時…６日（土）14時～14時45分
場所…八日市場図書館２階　集会室
対象…１人で静かにお話を聞ける児童
　　　（４歳～小学校３年生くらい）
◆おはなし会（八日市場図書館）
日時…毎週土曜日（６日を除く）14時～
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
◆ドリームキッズ（のさか図書館）
　クリスマス会を行います。
日時…20日（土）10時30分～

問若林☎67－5965
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前
回
に
続
い
て
師
走
の

総
選
挙
突
入
で
す
。
２
年

前
は
、
国
会
議
員
の
残
任

期
間
の
関
係
で
、
あ
る
程

度
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
唐
突
で
、
多
く
の
議
員

も
想
定
外
の
解
散
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
近
年
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
選
挙
と
い
わ
れ
、
前

回
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
不
達
成
の

下
で
審
判
が
下
り
、
今
回
は
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
変
更
に
つ
い
て
信

を
問
う
と
の
こ
と
。
定
数
削
減

や
一
票
の
格
差
是
正
な
ど
課
題

は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
税

増
税
の
先
送
り
は
、
与
野
党
は

お
ろ
か
国
民
の
総
意
と
し
て
も

同
感
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
大
義
の
な
い
解
散

総
選
挙
な
の
か
？
与
党
の
長
期

政
権
の
思
惑
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
議
員
は
常
に
戦
場
に
あ
り
、

い
つ
選
挙
に
な
っ
て
も
と
い
う

心
構
え
を
持
っ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
直
近
２
回
の
総
選

挙
で
は
い
ず
れ
も
政
権
交
代
と

い
う
選
挙
結
果
を
思
う
と
き
、

今
回
は
特
に
注
目
し
て
い
る
の

で
す
が
、
年
の
瀬
選
挙
の
た
め
、

低
い
投
票
率
を
懸
念
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
は
市
議
会
議
員
選
挙
直
後
で
、

政
治
に
市
政
運
営
に
と
大
い
に

関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
師
走
で
は
あ
り
ま

す
が
、
投
票
所
へ
足
を
運
ば
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
新
議
員
に
よ

る
12
月
定
例
議
会
が
５
日
に
開

会
さ
れ
、
一
般
質
問
は
17
日
、

18
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

議
場
で
の
傍
聴
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
ご
利
用
の
上
、

市
政
に
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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図書館だより
休館日…４日（木）、毎週月曜日
年末年始休館日…28日（日）～５日（月）
祝日開館日…23日（火）

朝
ま
だ
き
に
起
き
立
ち
眺
む
朝
顔
の
紫
紺
の
花
は
涼
や
か
に
咲
く

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

先
代
の
長
押
の
遺
影
に
夫
も
入
り
一
人
と
な
り
て
こ
の
家
を
守
る

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

嵐
去
り
澄
み
き
る
空
を
渡
り
ゆ
く
子
鷺
青
鷺
軽
や
か
に
舞
う

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

永
年
の
飲
酒
喫
煙
止
め
し
夫
十
年
経
ち
て
体
快
調
な
り

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

穂
じ
そ
咲
く
落
葉
の
う
え
の
迷
い
猫
孤
独
の
私
と
目
の
目
の
会
話

 

大　

寺　
　
　

住
母
家
み
さ
ほ

紅
葉
の
御
嶽
山
に
魔
の
噴
火
若
き
命
を
数
多
奪
え
り

 

安
久
山　
　
　

木
下　

ふ
さ

踏
切
に
電
車
を
待
て
ば
扉
扉
に
人
は
蛙
の
ご
と
く
は
り
つ
く

 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

昭
雄

予
後
の
わ
れ
日
向
ぼ
こ
り
を
し
て
仰
ぐ
庭
の
留
守
居
柿
け
さ
す
で
に
無
し

 

栢　

田　
　
　

渡
辺　

重
雄

記
念
館
立
て
て
特
攻
隊
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
と
よ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
も

 

野　

手　
　
　

石
田　

秀
子

空
模
様
み
て
は
籾
ほ
し
し
父
母
の
苦
労
思
ほ
ゆ
今
は
乾
燥
機

 

今　

泉　
　
　

小
川
み
さ
子

夫
逝
き
て
半
歳
の
恩
師
道
に
逢
へ
ば
わ
が
手
の
怪
我
を
案
じ
下
さ
る

 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

治

青
柿
の
色
づ
く
頃
に
新
生
活
ス
タ
ー
ト
す
る
と
カ
ッ
プ
ル
は
告
げ
る

 

堀　

川　
　
　

石
井　

み
い

あ
ま
た

と
び
ら
と
び
ら
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灯
台
の
白
に
張
り
つ
く
余
寒
か
な 

八
日
市
場
ハ　

西
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棠
雨

神
無
月
帯
き
り
き
り
と
空
手
の
子 

八
日
市
場
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大
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子

猪
独
活
の
残
花
真
白
き
寺
領
な
る 
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和
枝

冬
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し
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ま
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千
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田 
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花
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か
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と
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し
荒
畠 

若
潮
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光
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蔦
紅
葉
我
が
学
舎
の
今
は
な
く 
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建
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昂
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つ
つ
鳶
の
谺
や
鰯
雲 
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辺　
　
　

依
知
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き
よ

落
葉
し
て
空
の
近
づ
く
今
朝
の
庭 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

月
を
食
む
闇
に
歯
の
あ
り
ギ
ラ
ギ
ラ
と 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

庭
の
草
伸
び
る
に
ま
か
せ
秋
深
む 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

億
の
金
夢
み
て
並
ぶ
く
じ
売
り
場 
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れ
し
た
時
こ
そ
が
世
の
別
れ 
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無
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に
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求
不
満
人
を
刺
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間
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智
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出
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儲
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を
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時
代
に
生
き
て
医
者
通
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の
皮
さ
ら
け
出
し
て
る
遺
産
分
け 
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常
世
田
や
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子

知
識
欲
あ
っ
て
も
脳
が
受
け
付
け
ず 

八
日
市
場
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大
木
波
津
恵

欲
ば
っ
た
宿
バ
イ
キ
ン
グ
食
べ
残
し 

八
日
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力
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出
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大
浦
を
歩
く

匝瑳

探訪
103

蓮花寺にたつ出羽三山供養塔

　

出
羽
三
山
と
は
、
山
形
県
（
出

羽
国
）
に
あ
る
月
山
、
羽
黒
山
、

湯
殿
山
の
三
つ
の
山
の
総
称
で
す
。

午
年
の
今
年
は
、
羽
黒
山
午
歳
御

縁
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
市
内

に
残
る
「
出
羽
三
山
供
養
塔
」
か

ら
信
仰
の
足
跡
を
み
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
は
、
関
東
地
方
の
中
で

は
出
羽
三
山
信
仰
が
最
も
盛
ん
な

地
域
と
さ
れ
、
各
地
に
結
成
さ
れ

た
講
の
代
表
者
が
巡
拝
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
調
査
の
済
ん
だ
旧
八

日
市
場
市
域
で
、
１
７
８
１
年
か

ら
１
８
６
３
年
ま
で
の
間
に
12
基

の
「
出
羽
三
山
供
養
塔
」
が
立
て

ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

供
養
塔
は
正
面
中
央
に
「
湯
殿

山
」、
左
右
に
「
月
山
」「
羽
黒
山
」

と
あ
り
、
講
員
の
名
前
も
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
出
羽
三
山
に
加
え

「
西
国
・
秩
父
・
坂
東
」
の
百
観

音
霊
場
巡
り
も
含
め
た
供
養
塔
も

あ
り
ま
す
。

　

供
養
塔
に
刻
ま
れ
た
講
員
数
は

３
人
か
ら
50
人
ほ
ど
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
、
中
に
は
近
隣
２
、
３
か
村

の
人
た
ち
で
同
行
を
構
成
し
て
い

る
例
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

名
を
連
ね
た
人
た
ち
は
、
村
内
で

は
名
主
な
ど
富
裕
層
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

日
本
最
古
の
ミ
イ
ラ
仏
と
し
て

知
ら
れ
る
弘
智
法
印
ゆ
か
り
の

寺
・
大
浦
蓮
花
寺
に
は
、
３
基
の

出
羽
三
山
供
養
塔
が
あ

り
ま
す
。

　

同
村
の
江
波
戸
市
郎

右
衛
門
は
１
８
０
３
年

に
、「
先
祖
菩
提
」
の
供

養
と
「
家
内
安
全
」
を

祈
っ
て
出
羽
三
山
供
養

塔
と
「
西
国
・
秩
父
・

坂
東
供
養
塔
」
を
立
て

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
自

ら
の
足
で
こ
れ
ら
を
巡
拝
し
、
そ

の
記
念
碑
と
し
て
造
立
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

１
８
１
３
年
に
は
同
村
の
江
波

戸
、
太
田
、
椎
名
、
鈴
木
、
宮
崎
、

勝
股
姓
の
12
人
で
塔
を
立
て
て
お

り
、
こ
の
頃
に
は
「
大
浦
講
」
が

存
在
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か

ら
50
年
後
の
１
８
６
３
年
の
供
養

塔
に
は
、
講
員
も
30
人
ほ
ど
に
増

え
名
と
と
も
に
「
大
浦
講
」「
案

内
」「
先
達　

福
姓
坊
」
と
刻
ま
れ

て
い
て
、
毎
年
代
参
が
行
わ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
出
羽
三
山
へ
の
道
中

日
記
な
ど
は
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、『
飯
岡
町
史
』
に
載
る
１
８

４
３
年
の
「
奥
三
山
袖
日
記
」
が

当
時
の
旅
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
の
埼
玉
、

群
馬
、
長
野
、
新
潟
県
を
通
り
、

出
発
か
ら
１
か
月
ほ
ど
か
か
っ
て

山
形
に
。
３
日
を
か
け
て
出
羽
三

山
を
参
拝
し
た
の
ち
宮
城
・
松
島

へ
出
て
、
そ
こ
か
ら
太
平
洋
側
の

福
島
、
茨
城
を
経
て
帰
郷
し
た
54

日
間
に
わ
た
る
長
旅
で
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
し
て
信
仰
し
た

人
た
ち
の
祈
り
が
、
供
養
塔
に
は

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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推
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俳　　

句

八
木　

佐
久
司 

推
薦

が
っ
さ
ん

は

ぐ
ろ
さ
ん

ゆ
ど
の
さ
ん

う
ま
ど
し

う
ま
ど
し
ご

え
ん
ね
ん

ど
う
ぎ
ょ
う

せ
ん
だ
つ　
　

ふ
く
し
ょ
う
ぼ
う

こ
う

ち

ほ
う
い
ん

し
し
う　

ど
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